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「居場所づくり」と「絆づくり」の一体的な充実を目指す学校づくり 
―なんちゅうメソッドの構築を通してー 

「安全・安心な風土の醸成」、「ＦＦ調査等の活用による状況把握と支援」、「発達支持的生徒指導の日常的実践」を 

通した不登校を生まない学校づくりの在り方の究明 

 

 

令和5・6・７年度春日南中学校重点課題研究指定研究構想  

いじめ・不登校問題の根本：「直接体験不足」「コミュニケーション能力の低下」 

なんちゅうメソッドの構築 

●居場所づくりの基盤となる教師の姿勢、態度の在り方 ●生徒の絆をつなぐ授業づくりの在り方 

●生徒と地域が共に創る絆づくりの在り方   ●ＦＦ調査等による個々の状況把握と支援の在り方 
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生徒が主役となる学校行事、生徒会活動（居場所づくり） 

 

総合的な学習の時間の充実 –なんちゅう未来学-（絆づくりｖｏｌ.2) 
     ３年生  「春日市の未来を提言しよう」 ：春日市議会にアタック 

２年生  「春日市の今を探ろう」:自治会長との大討論会 

１年生  「春日市の今を知ろう」  ：ドリカム講座 

 

 

対話的な学びの充実（絆づくりｖｏｌ.１） 
 

 

 

 

居場所づくりの基盤 

 多角的な生徒理解の視点に立つ教師の姿勢、態度 
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ステーション授業構想の具現化 
①みんなが順番に話す    ②相手の話を最後まで聴く 

③相づちをうちながら聴く  ④相手の話をわかろうとする 

⑤時間いっぱい話す      ⑥相手を傷つけない言い方をする 
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